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文
化
庁
関
係
の
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
額
は
、
二
百
七
十
八
億
六
千
八
百
二

十
一
万
五
千
円
で
、
こ
れ
は
昭
和
五
十
一
年
度
当
初
予
算
額
二
百
三
十
八
億
一

千
四
百
三
十
万
六
千
円
に
比
べ
て
、
四
十
億
五
千
三
百
九
十
万
九
千
円
（
一
七

％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
（
官
庁
営
繕
贅
関
係
を
含
め
た
総
額
は
、
二
百
八

十
億
三
千
四
百
九
万
九
千
円
で
あ
る
。
）
。

こ
れ
を
主
要
事
項
別
に
み
る
と
、
ま
ず
芸
術
文
化
の
振
興
で
は
、
地
域
住
民

が
積
極
的
に
参
加
す
る
文
化
活
動
の
促
進
と
高
絞
総
合
文
化
祭
の
経
費
を
計
上

す
る
ほ
か
、
芸
術
祭
の
拡
充
を
図
り
、
こ
ど
も
。
青
少
年
芸
術
劇
場
、
穆
動
芸

術
祭
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
公
演
費
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
芸

術
家
の
国
内
研
修
制
度
の
新
殷
、
芸
術
関
係
団
体
補
助
の
増
額
等
そ
の
創
作
活

動
等
の
助
成
を
行
い
、
地
方
文
化
施
設
の
差
備
に
お
い
て
も
、
補
助
単
価
の
引

き
上
げ
及
び
特
別
文
化
施
設
整
備
費
補
助
を
新
規
計
上
し
て
い
る
。

次
に
、
文
化
財
保
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
史
跡
買
上
げ
に
対
す
る
補
助
等

文
化
財
の
公
有
化
の
促
進
と
埋
蔵
文
化
財
保
護
対
策
の
充
実
を
図
り
、
燕
形
文

化
財
、
民
俗
文
化
財
及
び
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
も
、
霊
点
的
に

所
要
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
対
す
る

特
別
助
成
金
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
建
造
物
等
有
形
文
化

財
の
保
存
に
つ
い
て
引
き
続
き
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

国
立
の
文
化
施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
国
立
国
際
美
術
館
及
び
東
京
国
立
近

代
美
術
館
工
芸
館
の
二
つ
の
開
館
と
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
舘
（
仮
称
）
及
び

国
立
演
芸
資
料
館
（
仮
称
）
の
二
つ
の
建
設
着
手
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
ほ
か
、
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

中

西

貞

夫

国
立
歴
史
民
俗
博
物
誼
（
仮
称
）
の
建
設
齋
手
な
ど
ー
~

I

I
参
加
す
る
文
化
活
動
の
促
進
、
国
立
国
際
美
術
誼
の
開
餌
、

文

化

行

政

の

振

一
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①
．
指
導
者
の
派
遣
等

地
方
に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
術
文
化
活
罰
の
振
腿
を
図
る
た
め
地
方
の
要

鰭
に
応
じ
て
指
導
者
を
派
追
す
る
と
と
も
に
、
池
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動

の
リ
ー
グ
ー
等
に
対
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
の
経
費
一
千
四
十
六
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

い
地
方
文
化
指
導
者
海
外
派
達
費
補
助

都
道
府
県
・
指
定
都
市
の
文
化
行
政
担
尚
職
員
そ
の
他
池
方
文
化
の
指
導
者

を
海
外
に
派
遣
し
ご
諸
外
国
の
文
化
行
政
、
文
化
事
情
を
闘
査
さ
せ
る
た
め

地
方
文
化
指
導
者
の
海
外
派
遍
に
必
要
な
補
助
金
百
五
十
一
万
円
（
四
人
分
）

を
計
上
し
て
い
る
。

国
地
方
文
化
施
設
の
翌
循

地
方
芸
術
文
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
文
化
施

殷
（
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
楊
と
も
な

n
、
舞
台
芸
術
鑑
賃
の
場
と
忍
な
る

町
村
が
行
う
各
稿
の
芸
術
文
化
活
勁
行
寧
一
（
文
化
腫
設
の
行
う
自
主
事
業
を
含

む
）
に
袖
助
す
る
こ
と
と
し
、
七
十
市
町
村
分
一
信
四
千
万
円
を
計
上
し
て
い

る。
②
都
道
府
県
文
化
活
罰
費
補
助

都
道
府
県
が
主
催
す
る
芸
箭
文
化
事
業
を
促
進
し
て
池
方
に
お
け
る
芸
術
文

化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
昭
在
四
十
三
年
度
か
ら
都
道
府
県
の
行
う
音
楽
、
惰

劇
、
郷
扉
美
術
、
文
芸
等
の
事
業
に
幡
助
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
度

に
は
新
た
に
高
絞
生
の
漬
劇
、
音
楽
、
邦
楽
等
の
活
砒
を
助
長
し
、
高
校
生
の

全
入
的
全
逗
に
資
す
る
た
め
、
高
校
演
詞
、
音
楽
｀
．
邦
楽
祭
の
県
大
会
及
び
全

国
大
会
を
含
め
て
顎
助
す
る
こ
と
と
し
五
千
四
百
十
八
万
円
を
計
上
し
て
い

る。

芸
術
文
化
の
創
作
活
動
の
助
成
等

地
方
の
芸
術
交
化
の

，
 

ヽ

ー

ー

，
 

，
 

“
芸
術
文
化
の
振
冥
“~

i
し

に
A

巴
ユ
話
染
‘
写
（
＇
仮
称
）
に
つ
い
て
は
畔
迂
用
地
の
誨
査
を
実
施
し
、
新
た

に
ご
国
立
文
桑
劇
拐
（
仮
称
）
の
殷
立
平
侶
費
を
計
上
し
，
基
本
構
想
の
簑
定

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

な

お

、

つ

い

て

は

，

五

十

一

年

十

l

月
三
日
に

公
表
さ
れ
た
「
文
化
行
政
長
期
総
合
計
両
懇
駿
会
中
閏
ま
と
め
」
に
示
唆
さ
れ

た
事
項
が
一
部
本
年
度
予
算
に
新
た
に
盛
り
込
ま
仇
て
い
る
が
、
五
十
二
年
度

は
．
本
年
三
月
公
表
の
「
ま
と
め
」
の
具
体
的
捐
進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
会

議
を
設
け
、
必
要
な
胴
査
研
究
を
行
う
と
其
に
、
又
化
統
計
資
料
の
整
伽
、
文

化
白
誉
の
刊
行
を
行
う
。

以
下
、
文
化
庁
の
予
算
及
び
事
業
の
内
容
を
、
「
芸
術
文
化
の
振
興
」
、
「
文

化
財
保
襲
の
充
実
」

r

「
国
立
の
設
立
準
備
」
、
に
分
け
て
顔
陀
す
る

こ
と
と
す
る
。

昭
和
五
十
二
年
度
の
芸
術
文
化
閲
係
の
予
算
は
、
本
庁
及
び
各
附
属
極
関
の

人
件
費
を
除
き
、
五
十
三
億
六
一
「
四
百
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
予
算
に
比
し
、

七
億
六
千
四
百
万
円
の
増
二
六
こ
ハ
％
）
と
立
っ
て
い
る
。

口
芸
術
文
化
の
習
及

3

こ
ど
も
芸
術
劇
場

六
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
小
。
ぷ
児
章
。
生
待
を
対
象
に
一
流
芸
術

家

に

音

楽

刷

。

バ

レ

ニ

提
供
す
る
事
業
で
、
陪
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年

度
は
公
演
棄
の
単
価
増
を
図
り
前
年
と
同
じ
く
五
穏
自
百
八
十
八
図
の
公
浣
を

行
う
経
費
一
億
四
千
九
百
七
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

5

青
少
年
芸
術
割
場

十
四
蔵
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に
、
一
流
芸
術
家
に
よ
る
優
れ

た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
ニ
、
歌
舞
伎
等
を
熊
斜
で
鑑
賞
す
る
扱
会
を
提
供
す
る
事
業

で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年
度
は
、
公
演
費

の
単
価
増
を
図
り
、
全
国
で
八
稲
目
計
百
九
十
二
回
公
演
す
る
経
費
二
億
八
千

百
二
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

①
夢
勤
芸
術
祭

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
龍
し
て
い
る
移
｛

は
春
季
に
従
来
の
歌
舞
伎
、
薪
輝
、
交
尋
楽
、

、
昭
和
五
十
二
年
度

オ
ペ
―
―
ベ
バ
レ
一
一
に
邦
楽
ふ
亨

培
を
図
り
、
春
季
九
十
一
公
演
r

萩
季
九
櫨
巨
百
七
十
六
公
演
を
実
施
す
る
経
賛
三
億
八
千
二
百
二
十
一
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

5

美
術
展
の
隅
催

国
立
美
術
綜
と
公
立
美
術
舘
の
脇
力
企
画
に
よ
る
巡
臣
美
術
展
p
日
展
、
院

展
等
の
受
賞
作
品
の
巡
匡
辰
及
び
各
県
で
琵
催
さ
れ
る
県
晟
か
ら
侵
九
た
作
品

を
選
抜
し
て
畏
示
す
る
県
展
選
抜
展
の
経
費
と
し
て
九
百
七
十
六
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

口
参
加
す
る
文
化
活
動
の
促
進
等

①
参
加
す
る
文
化
活
動
賓
等
補
助

地
域
に
お
け
る
住
民
が
単
に
芸
術
文
化
を
享
受
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蹟
極

的
に
否
種
の
芸
術
文
化
活
凱
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

r

斜
た
に
、
市

ー
，

c
＂̀
＜
！
｀
~
．
，
ヽ

x
·
9
3

f
'
、
:
|
`
盲

3

も

‘
A
9
9
g

k
i
'
i
i
g
,
j

劇
場
、
音
楽
ホ
ー
ル
、
美
術
展
示
場
等
の
模
能
を
も
つ
旋
設
）
の
整
衛
に
つ
い

て
は
さ
し
あ
た
り
人
口
十
万
入
以
上
の
都
市
及
び
広
埃
市
町
村
図
の
中
心
招

市
で
文
化
施
設
未
設
置
の
都
市
か
ら
と
い
う
方
釘
で
昭
和
四
十
ー
ニ
年
度
方
ら
そ

の
建
設
に
対
し
て
桐
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
文
化
施
設
整
備
費
浦
助
は
旧
和

五
十
一
年
度
の
一
館
当
た
り
単
価
豆
千
八
百
万
円
を
昭
莉
五
十
二
年
度
に
は
七

千
万
円
に
増
額
し
、
＇
丁
四
館
分
九
億
八
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

玄
た
新
た
に
都
道
府
県
域
を
越
え
た
地
壊
に
お
い
て
中
該
的
な
文
化
拠
点
と

な
ろ
文
化
廊
設
を
建
設
す
る
蔀
道
府
県
等
に
対
し
建
殷
嚢
を
補
助
す
る
こ
と
と

し
一
施
設
分
二
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

曰
芸
術
祭
及
び
芸
術
選
奨

毎

年

秋

に

実

施

し

て

い

る

国

、

昭

和

五

十

二

年

度

は

三

十

二

回

を
迎
え
る
。
昭
和
五
十
一
年
度
の
邦
楽
。
鱈
、
交
響
楽
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ

二
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
院
劇
の
六
種
目
に
、
新
た
に
大
衆
芸
能
及
び
民
族
芸
能
、

民
謡
二
種
目
を
加
え
、
八
筐
目
の
公
演
費
等
ア
千
四
百
四
十
七
万
円
を
計
上
し

て
い
る

3

民
族
芸
能
、
民
記
の
糎
自
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
日
本

民
謡
ま
つ
り
」
と
し
て
、
我
が
国
の
各
池
の
伝
統
的
な
民
謡
及
び
ア
ジ
ア
詣
国

か
ら
招
へ
い
す
る
民
族
芸
能
の
公
演
を
合
わ
せ
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
芸
術
各
分
野
に
お
い
て
年
間
に
優
れ
た
業
績
を
あ
け
た
者
及
び
優
れ
た

新
入
を
選
奨
す
る
芸
術
選
奨
に
つ
い
て
は
、
文
鍔
大
臣
裳
文
部
大
臣
新
入
賞

等
の
経
費
八
百
一
二
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
な
お
新
入
美
術
作
品
買
上
経

費
と
し
て
二
百
八
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る

C

口
芸
術
家
の
研
修
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国
立
美
術
誼
等
の
開
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・
充
実
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我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
音
楽
、
舞
踊
、
舞
台
美
術

等
の
各
分
野
に
お
け
る
新
進
芸
術
象
を
国
内
の
専
門
研
修
施
設
で
研
修
さ
せ
る

こ
と
と
し
、
新
た
に
昭
和
五
十
二
年
度
は
三
十
名
に
対
し
、
年
額
四
十
万
円
の

研
修
費
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
一
千
二
百
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
芸
術
家
在
外
研
修

美
術
、
音
楽
、
舜
踊
、
演
閲
映
固
、
舞
台
美
術
・
瞬
台
照
明
等
の
各
分
野

か
ら
将
来
注
に
富
む
新
進
の
芸
術
家
を
選
ん
で
海
外
に
派
遣
し
、
専
門
分
野
に

つ
い
て
実
池
に
研
修
さ
せ
、
有
為
な
人
村
の
育
成
に
賓
す
る
も
の
で
、
昭
和
四

十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年
度
は
昭
和
五
十
一
年
度
同
様

阿
診
闊
聞
一
年
の
研
疹
員
二
十
八
名
、
．
研
修
詞
間
二
年
の
研
修
員
四
名
を
派
遣

す
る
た
め
の
経
聟
一
億
三
千
九
百
五
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑱

芸

術

文

化

指

導

者

等

の

海

外

派

遣

．

芸
術
各
分
野
の
指
導
的
立
愕
に
あ
る
人
を
短
期
閏
海
外
に
派
遣
し
海
外
の
芸

術
文
化
に
つ
い
て
詞
査
研
究
さ
せ
る
と
と
も
に
、
芸
術
家
在
外
研
修
員
の
研
修

の
実
態
を
闘
査
す
る
た
め
の
経
費
五
百
五
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
｛
學
業
に
対
す
る
助
成

芸
雨
文
化
の
向
上
普
及
の
た
め
の
筐
来
か
ら
、
刻
作
活
動
、
池
万
芸
術
文
化

振
瞑
、
在
京
オ
ー
ケ
．
ス
ト
ラ
功
成
、
．
青
少
年
等
へ
の
芸
術
普
及
、
芸
術
文
化
資

斜
の
整
備
、
芸
術
文
化
の
図
隊
交
涜
等
の
事
業
を
活
癸
化
し
、
そ
の
促
進
充
実

を
図
る
た
め
、
芸
術
文
化
団
体
が
行
う
こ
れ
ら
の
事
業
に
対
し
て
證
助
し
て
い

る
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
は
、
五
十
一
年
度
よ
り
こ
壁
八
百
二
十
万
円
増
の
九

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

閏
優
秀
映
画
の
促
進

袖
年
度
に
引
き
続
き
優
秀
映
固
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
i
億
円

〈
i
本
一
千
万
円
、
十
本
分
）
及
び
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
両
の
製
作

促
進
の
た
め
の
奨
励
金
（
一
本
六
百
万
円
、
一
．
F-

本
分
）
の
交
付
を
行
い
、
映
画

の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

因
テ
レ
ビ
「
美
を
も
と
め
て
」
の
放
送

写
一
ー
。
瓦
＋
「
一
年
度
に
引
き
続
き
テ
レ
ビ
放
送
実
厖
委
託
費
一
億
七
千
九
百

十
八
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
文
化
庁
企
画
提
供
の
テ
レ
ビ
番
組
「
美
を
も
と
め

て
」
を
毎
週
一
回
二
十
四
局
か
ら
放
送
す
る
。

因

そ

の

他

，

．

①
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育

国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を
充
実
発
展

さ
せ
る
必
要
怯
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
f
昭
和
五
十
二
年
度
は
、
本
庁
に
お
い

て
こ
の
日
本
語
教
育
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
開
発
の
促
進
を
図
る
た
め
四
百

六
十
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
国
立
国
語
研
究
所
の
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
る
た
め
同
研
究
所
の
経
費
に
四
千
七
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
国
語
施
策
の
改
善
等

国
語
辱
醗
会
に
お
い
て
引
き
続
き
国
語
施
策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
舎

議
す
る
と
と
も
に
、
国
語
施
策
に
つ
い
て
の
意
見
調
査
、
国
磨
旅
策
中
間
報
告

闘
査
説
明
協
読
会
及
び
国
語
問
題
研
究
擦
議
会
の
開
催
、
敦
育
に
お
け
る
国
語

問
題
の
瓢
査
、
固
語
に
関
す
る
普
及
資
臀
の
作
成
二
配
布
、
国
語
施
策
に
関
す

る
実
態
調
査
等
を
冥
施
す
る
た
め
の
経
費
及
び
国
語
施
策
に
関
す
る
海
外
調
査

を
行
う
た
め
の
言
緊
と
し
て

r

二
千
七
百
六
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま

た
新
た
に
、
．
合
池
方
言
収
集
緊
急
調
査
補
風
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

（
一
へ
百
万
円
、
民
俗
文
化
財
調
査
補
助
に
計
上
）
。
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①
著
作
権
思
想
の
国
際
的
普
及

我
か
国
の
著
作
物
や
ン
コ
ー
戸
等
か
普
及
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
著

作
権
事
情
を
実
地
に
開
査
す
る
と
と
も
に

r

我
が
国
の
著
作
権
制
度
に
対
す
る

海
外
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
同
制
度
の
概
要
を
紹
介
す
る
欧
文
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と
と
し
百
四
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
諾

外
国
の
習
作
権
法
令
を
翻
訳
刊
行
す
る
た
め
の
経
贅
と
し
て
百
十
一
万
円
を
新

た
に
計
上
し
た
。

①
批
昇
の
宗
教
事
情
調
査

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
国
と
宗
教
と
の
関
係
、
国
と
宗
教
団
体
と
の
関
係
等

に
つ
い
て
の
詰
外
国
の
実
偕
闘
査
を
実
旋
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
二
年
度

は
、
南
ア
メ
リ
カ
池
域
の
実
地
瓢
査
を
行
う
こ
と
と
し
百
五
十
八
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

日
国
立
国
際
美
術
館
の
開
館

昭
和
四
十
五
年
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、
万
国
博

美
術
舘
と
し
て
使
用
さ
れ
た
施
設
を
活
用
、
新
し
い
国
立
美
術
餌
を
設
置
し
て

欲
し
い
と
の
各
方
面
か
ら
の
要
望
を
背
景
に
、
文
化
庁
で
は
国
立
国
際
美
術
館

の
設
立
準
備
に
あ
た
っ
て
き
た
。
昭
和
万
十
二
年
度
に
は
、
国
立
国
際
美
術
館

を
文
化
庁
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
し
、
同
年
欧
に
開
館
す
る
た
め

r

事
業
管

理
喪
、
美
術
作
品
購
入
炭
、
特
別
展
開
催
賀
等
と
し
て
二
億
三
千
十
三
万
円
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
設
立
準
備
闘
査
室
識
員
十
＿
―
-
名
を
振
り
替
え
、
新
た
に

二
名
を
増
員
し
計
十
五
名
の
職
員
で
癸
足
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

□
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
の
開
館

墨
尽
都
千
代
田
区
の
旧
近
衛
師
団
司
令
部
庁
舎
を
活
用
し
て
東
京
国
立
近
代

美
術
焙
の
工
芸
舘
と
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
十
二
年
秋
に
開
餌
す
る
た
め
、

そ
の
亭
業
管
謹
費
、
美
術
作
品
購
入
費
、
特
別
畏
開
催
経
費
、
謡
設
整
備
費
等

三
億
七
千
七
百
四
十
九
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
豆
名
の
職
員
を
増
員
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

国
東
京
国
立
近
代
美
術
館

前
述
の
工
芸
舘
の
関
津
経
喪
の
他
、
特
別
展
「
明
治
洋
風
美
徳
の
流
れ
」
開

催
費
等
を
含
め
二
億
二
千
二
百
六
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

園
京
都
国
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
今
日
の
造
形
八
韻
＞
’
|
ー
ア
メ
リ
カ
と
日
本
I

ー
」
開
催
費
を
合

め
一
億
―
―
―
千
九
百
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

因
国
立
西
洋
美
術
館

特
別
展
「
ル
ネ
サ
ン
ス
工
芸
展
」
開
催
費
を
含
め
二
億
四
千
八
十
一
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

因
国
立
国
語
研
究
所

昭
和
四
十
九
年
に
新
設
し
た
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
に
研
究
員
一
名
の
増
員

を
図
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
た
に
辞
典
縞
集
経
費
を
含
め
二
億
二
百
六
十
四

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

心
日
本
芸
術
院

日
本
芸
術
院
会
員
年
金
の
一
人
当
り
百
七
十
五
万
円
へ
の
増
額
を
図
る
等
計

二
億
三
千
七
百
七
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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有
形
文
化
財
の
修
罪
事
業
に
つ
い
て
は
ょ
建
造
物
保
存
修
建
関
係
で
は
、
東
大

寺
金
堂
等
の
鑑
続
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
二
十
三
億
一
千
八
百
九
十
二
万
円
、

美
術
工
芸
品
関
係
で
は
一
億
九
百
七
十
五
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
有
文
化
財
建
造
物
で
国
が
直
接
修
垣
を
行
う
も
の
と
し
て
は
、
前

年
度
か
ら
の
鑑
続
事
業
と
し
て
北
海
道
大
学
製
学
部
第
二
嚢
揚
七
千
二
百
二
十

万
円
、
旧
近
衛
師
団
司
令
部
庁
舎
八
，
百
二
十
万
円
、
旧
帝
国
京
都
樽
物
館
五
千

四
十
万
円
、
旧
結
方
洪
慮
住
宅
一
千
七
4
，
万
円
の
修
迎
費
を
そ
仇
ぞ
れ
計
上
し

て
い
る
。
同
じ
く
国
有
文
化
影
芙
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も
、
一
千
八
十
七
万
円

の
修
廻
贅
を
計
上
し
て
い
る
。

解
決
は
、
文
化
財
保
談
行
政
の
上
で
最
も
暴
急
の
課
題
の
一

る。
曰
史
跡
等
買
上
げ
費
補
助

史
跡
指
定
地
の
う
ち
民
有
池
に
つ
い
て
は
、
開
発
の
急
激
な
進
展
に
よ
り
法

に
よ
る
現
状
疫
更
の
規
澗
の
み
で
は
史
跡
保
存
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
困
碓

と
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
公
有
化
を
推
進
し
て
き
た
が
、

昭
和
五
十
二
年
度
は
、
史
鱈
等
買
上
け
費
袖
助
を
大
幅
に
増
額
し
、
五
十
五
億

円
（
箭
功
率
八
r□-
%

)

を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
虞
竺
昭
和
四
十
，
7
1
年

度
よ
り
地
方
偵
又
虹
土
地
開
発
公
社
溶
に
よ
る
先
行
取
得
に
対
し
て
そ
の
債
追

又
は
再
取
得
の
繰
毀
を
後
年
度
に
補
助
す
る
方
法
も
併
せ
て
行
い
、
史
跡
等
の

公
有
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

口
修
理
、
虞
境
監
儒
費
補
助

史
跡
内
の
石
垣
の
修
揺
、
や
建
砂
の
星
板
の
葺
替
え
等
の
修
碑
事
業
及
び
整

地
、
芝
張
り
、
植
樹
等
の
窯
樟
脹
備
幕
業
に
つ
い
て
は
、
五
億
国
千
宜
百
二
十

一
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

国
防
災
施
設
設
置
費
等
補
助

史
跡
等
の
防
災
事
業
及
び
囲
柵
、
標
諭
、
説
明
校
等
の
保
存
施
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
千
九
百
八
十
五
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
史
跡
等
の
保
存
管
理
計
画
の
策
定
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
二
年
度
は
一
千
二
百
六
十
七
万
円
の
補
助

金
を
計
上
し
て
い
る
。

國
平
城
宮
跡
及
び
飛
鳥

C藤
原
地
域
の
保
存
翌
備

平
城
宮
跡
や
旭
卓
勺
藤
原
埴
域
は
、
我
が
国
の
靡
史
上
そ
の
意
義
が
特
に
重

要
な
も
の
て
あ
る
の
て
、
そ
の
保
調
の
た
め
に
毎
年
雲
点
的
に
予
算
を
計
上
し

有
形
文
化
財
の
保
存
整
備

馴

文

の

充

実

”

肌昭
病
五
十
二
年
度
の
国
の
文
化
財
保
護
関
係
予
算
は
f
本
庁
及
び
各
附
属
様

闘
の
人
件
聟
を
除
き
、
百
九
十
i
億
六
百
四
十
一
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
し
三
十
一
億
八
千
七
百
十
六
万
円
こ
一
〇
党
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
こ
の
う
ち
、
昭
和
五
十
年
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
文
化
財
保
護
法
改
正
関
係
予
算
は
、
十
三
億
豆
千
九
百
五
十
九
万
円
で
あ

り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
し
二
億
五
千
六
十
四
万
円
（
二
三
％
）
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
埋
蔵
文
化
財
保
存
対
策
十
億
九
千
口
百
七
十
一
万

円
、
民
俗
文
化
財
の
保
髄
六
千
四
百
八
十
下
万
円
、
伍
紡
的
建
造
物
脂
保
存
地
区

保
存
対
策
一
億
四
百
十
七
万
円
、
文
化
財
保
存
技
術
保
霞
五
千
八
百
七
十
八
万

円
、
そ
の
他
三
千
七
百
十
三
万
円
で
あ
る
。

貯
保

っ
と
な
っ
て
い

霞
褒
文
化
財
の
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
造
物
関
係
で
は
、

火
設
備
、
避
雷
設
備
の
設
置
等
の
一
般
防
災
の
ほ
か
、
火
除
地
の
設
置
‘
窪
ど

の
環
境
保
全
の
事
業
を
実
施
ず
る
経
費
と
し
て
四
億
太
干
六
百
十
万
円
の
補
助

金
を
計
上
し
て
い
る
。
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
、
一
般
防
災
と
保
存
摩
の
設
置

に
八
千
二
百
十
万
円
の
信
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か

r

指
定
文
化
財
，
言
多
数
所
育

す
る
社
寺
の
収
蔵
庫
建
設
贅
補
助
と
し
て
九
千
―

-

l

百
八
十
九
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。ま

た
、
民
家
買
上
げ
補
助
金
と
し
て
一
千
八
百
二
十
三
万
円
、
歴
史
資
斜
詞

査
費
箇
助
金
と
し
て
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き

古
文
書
靡
査
等
に
要
す
る
怪
費
を
計
上
し
て
い
る
。

言
＝
文
化
財
等
の
叡
逸
、
海
外
流
出
等
を
防
止
し
、
匡
が
こ
れ
を
買
上
け
て

積
極
的
に
そ
の
保
存
、
活
用
を
図
る
た
め
、
重
要
文
化
財
買
上
げ
賓
十
五
億
一

千
九
百
八
十
丁
四
万
円
(
-
五
％
増
）
を
計
上
し
、
ま
た
、
無
彦
文
化
財
資
料
の

購
又
に
要
す
る
経
費
三
百
二
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
の
ぽ
か
｀
国
立
辰
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
。
後
記
）
の
資
斜
虜
入
費
と
し

て
五
千
万
円
を
、
東
京
、
京
都
、
奈
良
の
三
国
立
博
物
箪
の
陳
列
品
購
又
費
と

し
て
一
二
億
二
千
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
汎
ら
を
合
わ
せ
た
買
上
費
の

合
計
は
十
八
億
九
千
『
百
十
一
万
円
で
あ
る
。

最
近
の
各
種
国
土
開
発
事
業
等
の
急
速
な
進
長
に
伴
い
、

念
靱
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
の
間
題
が
各
抱

史
跡
名
勝
天
然
記

こ
汎
ら

て
お
り
、
そ
の
保
存
整
借
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
平
域
宮
崎
に
つ
い
て
は
、
国
費
に
よ
る
東
院
池
域
の
土
地
の
翼
上
け

費
二
億
九
千
九
百
四
十
八
万
円
（
先
行
取
得
分
の
土
地
の
百
取
得
費
・
乙
含
む
。
）
、

発
掘
胴
査
賛
一
億
八
千
宜
十
万
円
、
整
備
管
理
費
一
億
一
千
四
百
四
十
万
円
等

総
頷
六
億
七
千
七
百
六
十
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

隈
烏
二
礫
原
地
域
に
つ
い
て
は
、
藤
原
宮
跡
等
の
土
坦
の
国
費
に
よ
る
買
上

け
費
五
億
五
千
万
円
、
言
要
遺
跡
の
発
撚
闘
査
費
一
億
二
千
三
百
六
十
九
万

円
、
遺
餘
の
繋
備
管
理
費
二
千
百
十
四
万
円
馨
総
額
で
七
億
九
千
三
百
二
十
五

万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
広
く
国
民
一
般
に
飛
鳥
地
域
の
歴
史
と
文
化
財

を
理
解
さ
迂
る
た
め
の
展
示
施
設
と
し
て
、
頭
島
賓
齊
饂
（
昭
和
五
十
年
三
月

開
饂
）
を
運
営
し
て
い
る
。

図
天
然
記
念
物
の
保
存
対
策
の
充
実

動
植
物
等
の
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
も
、
開
発
等
に
よ
る
生
育
犀
境
の
変
化

の
結
果
、
そ
の
保
存
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ね
に
対
し
て
、
保
護
増
殖
事

業
喪
袖
闊
緊
急
調
査
費
補
助
、
カ
一
七
シ
カ
等
食
害
対
策
詞
査
研
究
委
託
費
等

総
額
七
千
二
百
五
十
三
万
円
を
計
上
し
て
い
る

C

曰
全
国
遺
跡
分
布
地
図
作
成

回
土
関
発
の
急
激
な
進
展
に
対
処
し
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
設
を
図
る
た

め
、
埋
虞
文
化
財
包
蔵
地
を
周
知
さ
せ
る
泌
要
が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
度
か

ら
実
麓
し
て
い
る
全
匡
遺
跡
分
布
調
査
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
か

ら
都
道
府
県
別
に
全
国
遺
跡
分
布
池
図
を
作
成
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
二
苧

度
ほ
こ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
一
千
七
百
正
十
一
万
円
を
計
上
し
地
図
作
成

四

埋

蔵

文

化

財

の

保

護

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
整
儲

霊
要
交
化
財
等
の
貢
上
げ
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集
落
、
町
並
み
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
文
化
財
保
護
法
の

改
正
に
よ
り
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
が
新
設
さ
れ
た
が
、
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
市
町
村
が
定
め
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

う
ち
文
部
大
臣
が
選
定
す
る
地
区
）
に
つ
い
て
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
市
町

j¥ 

を
計
上
し
て
い
る
。
な
お
、
地
方
辰
史
民
俗
資
料
誼
の
建
設
費
補
助
金
を
大
幅

に
増
額
し
て
二
億
一
千
五
百
万
円
（
県
立
二
舘
、
市
町
村
立
三
十
五
館
）
を
計

上
し
た
。

さ
ら
に
f
新
た
に
防
災
施
設
整
飩
贅
補
助
定
三
百
十
八
万
円
、
各
地
方
言
収

集
緊
急
調
査
費
補
助
金
六
百
万
円
を
計
上
し
、
ま
た
、
各
地
に
伝
わ
る
民
謡
を

一
堂
に
集
め
て
披
露
す
る
「
日
本
民
謡
ま
つ
り
」
の
公
演
経
費
と
し
て
一
千
二

百
二
十
四
万
円
を
計
上
す
る
（
芸
術
祭
予
算
に
計
上
。
）
な
ど
f
民
俗
文
化
財
の

保
護
の
た
め
総
額
―
―
―
億
九
千
七
百
七
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の

改
正
に
よ
り
、
新
た
に
選
定
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
度

は
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
建
造
物
修
垣
技
術
者
等
の
伝
承
者
蓑
成
事
業
を
行

う
六
固
体
に
対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
美
術
刀
剣
の
主
要
材
料
で

あ
る
玉
銅
（
た
た
ら
吹
き
）
製
造
技
術
の
伝
承
事
業
を
行
う
団
体
に
対
す
る
補

助
金
と
し
て
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
、
個
人
に
つ
い
て
は
二
十
一
人
（
昭
和

五
十
一
年
度
は
十
二
人
）
に
つ
き
一
入
当
た
り
八
十
万
円
の
補
助
を
行
う
な
ど

総
額
六
千
七
十
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存

七

文

化

財

保

存

技

術

の

保

聰

九

ャ
：
；
i
i
"
i
宋
や
痘
憐
窯

ai
g
心
危
沿
t
・
泊
，
i
g
i
：
召
．
w
令
↑
1笈
；
i
t
り
さ
泣
9
‘
，
勺
‘
心
百
百
咀
這
心
淫
程
隕
ぐ
＾

の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

口
重
要
還
跡
基
本
資
料
鐙
備
贅
幡
助
等

昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
f
国
及
び
地
方
公
共
団
体

疋
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て
周
知
の
倣
底
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
実

施
に
努
め
る
よ
う
規
定
が
設
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
単
年
度
で
実
施

し
た
遺
跡
周
知
費
補
助
に
引
き
続
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
は
重
要
遺
跡
基
本

資
料
整
備
費
補
助
と
し
て
各
都
道
府
県
か
屑
知
の
遺
跡
の
な
か
で
も
桓
め
て
重

要
な
遺
跡
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
各
遺
跡
ご
と
に
航
空
写
真
上
に
実
態
を

図
示
す
る
な
ど
の
基
本
的
資
料
の
整
備
を
図
り

r

そ
の
積
絋
的
な
保
存
に
資
す

る
た
め
の
事
＿
業
に
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
、
二
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
遺
跡
が
広
筒
囲
に
集
中
し
て
い
る
池
域
に
つ
い
て
、
そ
の
総
合
的
な

保
存
対
策
を
検
討
す
る
た
め
広
域
遠
跡
保
存
対
策
調
査
費
と
し
て
三
百
五
十
一

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
埋
蔵
文
化
財
調
査
費
補
助

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け
る
土
木
工
事
等
に
先
立
っ
て
行
う
発
掘
闘
査
贅

の
補
助
九
億
五
千
三
百
五
十
五
万
円
、
特
に
大
規
模
な
開
発
が
予
想
さ
れ
る
地

域
に
所
在
す
る
追
銃
に
つ
い
て
の
遺
跡
詳
細
分
布
詞
査
費
の
補
助
四
千
五
百
万

円
、
重
要
造
跡
に
つ
い
て
そ
の
筒
囲
と
性
格
を
究
明
す
る
た
め
の
直
要
遺
跡
碕

認
緊
急
調
査
費
の
補
助
三
千
六
百
四
十
五
万
円
、
総
額
十
億
三
千
五
百
万
円

（
前
年
度
八
億
六
千
五
十
万
円
）
を
計
上
し
て
い
る
。

鱈
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

開
発
等
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
、
各
都
道
府
県
が
文
化
財
保
談
指
導
委
員

等
を
委
嘱
し
、
霞
要
文
化
財
建
造
物
及
び
史
揚
名
謗
天
然
記
念
物
並
び
に
霊
要

な
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
巡
仇
さ
せ
る
節
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
f
二
千
二

【

ノ‘

民
俗
文
化
財
の
保
護

五

無

形

文

化

財

の

保

護

百
三
十
万
円
の
館
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

国
地
方
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
設
置
費
補
助
等

昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
二
年
継
続
で
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
r

そ

の
第
一
年
次
二
鱈
分
と
し
て
六
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
i
鰐
新
た
に
遺
跡
保
存
の
研
修
課

担
を
増
殷
し
、
定
員
を
二
名
増
員
（
現
在
十
五
名
）
す
る
と
と
も
に
、
選
営
費

四
千
四
百
九
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

璽
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
に
支
給
す
る
特
別
助

成
金
を
一
人
当
た
り
百
二
十
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
に
増
額
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。ま

た
、
翼
要
無
形
文
化
財
を
保
存
す
る
た
め
の
伝
承
者
養
成
、
公
開
、
池
方

無
形
文
化
財
の
闘
査
。
記
録
作
成
の
補
助
な
ど
総
額
二
億
五
千
七
百
八
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
特
殊
法
入
国
立
劇
場
に
つ
い
て
は
、
役
職
員
給
与
、
管
理
運
営
費
、

伝
承
者
養
成
事
業
費
等
総
額
十
六
億
一
千
三
百
二
十
四
万
円
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
俗
文
化
財
の
制
度
が
整

備
さ
れ
た
が
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

保
霞
国
体
等
が
行
う
保
存
事
業
の
補
助
と
し
て
五
千
万
円
を
計
上
し
、
ま
た
、

霊
要
有
膠
民
恰
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
犀
建
設
費
補
助
金
四
千
石
百
万
円

~
国
苔
羹
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菩
J
岳
g
‘
9
ふ
こ
・
注
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9
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i
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g
芹
長
差
還
3
5

も
さ
る

村
が
実
施
す
る
保
存
修
浬
、
防
災
施
設
費
及
び
買
上
げ
等
に
対
す
る
補
助
と
し

て
九
千
三
百
三
十
八
万
円
、
集
落
、
町
並
み
胴
査
贅
と
し
て
二
百
十
五
万
円
、

市
町
村
が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
池
区
の
保
存
対
策
の
樹
立
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
う
保
存
状
況
等
の
調
査
及
び
保
存
計
画
の
策
定
に
関
す
る
事
業

に
対
す
る
補
助
と
し
て
六
百
六
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
新
た
に
霊

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
池
区
に
選
定
す
る
た
め
の
調
査
贅
二
百
二
万
円
、
総

額
一
億
四
百
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
等
の
充
実

運
営
費
に
つ
い
て
は
、
陳
列
品
購
入
費
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
銅
、
京
都

匡
立
博
物
誼
奈
良
国
立
博
物
館
の
三
館
を
合
わ
せ
て
一
―
―
千
万
円
増
の
三
億
二

千
―
―
一
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
各
博
物
館
に
お
け
る
特
別
辰
隅
催
賽
と

し
て
、
東
京
国
立
博
物
銅
は
「
東
洋
の
漆
芸
」
六
千
八
百
十
万
円
、
京
都
国
立

博
物
誼
は
「
日
本
上
古
の
東
西
文
化
」
四
千
五
百
三
十
六
万
円
，
奈
良
国
立
博

物
餌
は
「
観
音
菩
蔭
展
」
及
び
「
正
倉
院
展
」
―
―
―
千
二
百
三
十
一
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。
ま
た

r

京
都
国
立
博
物
館
に
文
化
財
修
理
所
新
営
調
査

費
と
し
て
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
、
新
た
に
、
客
員
研
究
制
度
を
設

け
、
こ
の
経
費
と
し
て
五
百
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
立
隠
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
。
後
述
）
の
資
孵
購
入
費
と
し

て
五
千
十
九
万
円
を
、
東
京
、
京
都
、
奈
良
の
三
国
立
博
物
館
の
陳
列
品
購
入

費
と
し
て
一
＿
一
億
二
千
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
研
究
椋
増

築
工
事
費
と
し
て
一
億
四
百
万
円
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
庁
舎
統
合
諺
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国
立
靡
史
民
俗
博
認
誼
（
仮
称
）
の
設
立
準
備
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら

進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
予
定
地
は
千
葉
県
佐
食
市
の
佐
倉
城
跡
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
は

r

建
殷
工
事
の
初
年
度
と
レ
て
新
た
に
、
施

設
漿
術
費
八
億
五
千
三
百
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
博

物
館
資
料
貿
上
げ
費
五
千
十
九
万
円
、
復
元
模
造
等
の
資
斜
製
作
喪
八
千
二
百

四
十
四
万
円
な
ど
、
総
額
十
億
六
千
・
八
百
四
十
九
万
円
を
計
上
し
て
、
そ
の
設

立
準
傭
を
進
め
て
い
る
。

浪
曲
、
漫
才
等
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
詑
の
多
く
は
、
費
霞
な

峨
失
等
が
目
立
ち
、
正
統
的
な
芸
の
渋
綜
者
が
減
少
し
て
い
る

な
ど
憂
尼
す
べ
き
伏
態
に
あ
る
現
状
に
か
｀
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
保
存
活

用
、
技
芸
の
絋
泳
を
図
る
た
め
、
国
立
渋
芸
資
料
館
（
仮
称
）
を
設
立
す
る
こ

と
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
設
立
準
儲
に
必
要
な
紐
費
を
計
上
し
て
き
て

沿
灼
、
五
十
一
年
度
に
は
墨
皐
話
千
代
臼
区
の
国
立
劇
場
の
膠
咲
地
に
建
設
用

塩
を
薗
入
し
た
が
．
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に
失
施
設
計
の
策

定
を
行
い
、
建
設
工
事
に
憲
手
す
る
こ
と
と
し

r

一
億
三
千
八
百
五
十
九
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
た
め
の
建
殷
用
池
の
利
用
計
画
等
の
閲

査
費
四
百
四
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

新
た
に
國
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
を
大
阪
市
に
設
立
す
る
た
め
、
そ
の
基
本

構
想
の
策
定
等
に
要
す
る
胴
査
費
七
百
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
）

国
立
演
芸
資
料
館
戸
似
称
）
建
設
養
手

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
建
設
羞
手

□
国
立
文
化
施
設
の
設
立
準
備
瓢

{

t

f

 

e

后
悴-' 

て
三
億
円
を
計
上
し
た
。

五
国
立
文
楽
劇
場
言
仮
称
）
設
立
準
備

四
国
立
能
楽
堂
〈
仮
称
）

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
設
立
準
備

現
代
芸
循
の
た
め
の
第
二
国
立
刷
場
の
設
立
に
つ
い
て
は

r

昭
和
四
十
六
年

度
か
ら
調
査
饗
が
計
上
さ
れ
、
闘
査
検
行
が
始
め
ら
れ
一
~
昭
和
四
十
七
年
十
二

月
に
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
が
発
足
し
、
そ
の
中
に
事
業
専
門
委
晨

会
、
さ
ら
に
同
委
員
芸
に
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
の
各
部
会
が
設
け
ら
仇
て
、
第

二
国
立
劇
場
の
目
的

r

庄
格
、
事
業
、
施
設
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

慎
霊
な
検
尉
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
は

r

協
認
会

に
お
い
て
い
っ
そ
う
具
体
的
な
闘
査
検
討
を
行
う
ほ
か
、
施
設
計
画
の
策
定
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
、
一
千
七
百
八
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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学
歴
問
題
に
関
述
す
る
諸
闘
査
に
つ
い
て

大
臣
宣
房
企
画
室

八

資

料

＞

高
学
歴
と
経
済
的
効
率

八
教
育
研
究
報
告
▽

「

n

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た

学

絞

に

お

け

る

個

別

学

習

」

の

研

究

芦

葉

浪

久

＿

'
|
|
ー
~
ー

1—

,
1
'
’
'

ー

1
|
|
|
-

畏
浜

元

〔
筵

説
l

企
業
と
学
歴

永

田

時

男

学
歴
と
実
力

翌

厚

国

夫

学
歴
問
題
の
意
織
と
実
態

橋

爪

貞

雄

西
村

（
出
席
者
）

通
洋
・
八
司
会
＞

浦
山

一へ
R
L

T

ノ良

森

学
歴
問
題
を
語
る

〔
座
談
会
〕

学
歴
問
窪
の
背
景

敦
育
と
学
歴
閲
題

隆
夫
•
西

〔
特
集
・
学
歴
問
題
〕

号
＇
日
[

功
。
谷
口
降
志

！ヽも
ソ＼~

京

癒

純

新

堀

通

也

◇
通
い
な
れ
て
い
る
道
が
桜
花
の
ト
ソ
ネ
ル

に
な
っ
た
。
目
が
さ
め
る
よ
う
に
パ
ッ
と
明

か
る
い
。
桜
の
並
木
を
抜
け
る
と
家
々
の
庭

か
ら
薄
赤
い
桃
、
覧
色
い
レ
ン
ギ
＿

I

i
ウ
が
は

み
だ
し
て
道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

ス
ズ
メ
や
シ
ジ
＿
一
ウ
カ
ラ
の
動
き
も
活
発
に

な
っ
た
。
と
か
く
東
京
に
は
自
然
が
少
な
い

と
言
わ
汎
て
い
る
が
、
湯
所
と
時
期
に
も
よ

る
。
木
天
草
々
の
う
き
う
き
と
し
た
華
の

競
い
に
、
都
会
に
生
き
る
日
本
の
四
季
の
よ

さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
c

◇
昨
年
の
夏
の
終
り
頃
ふ
と
思
い
立
っ
た
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
も
、
三
月
初
め
紫
草
が
芽
吹•
V

頃
か
ら
張
り
が
で
き
た
。
巌
寒
の
冬
の
早
朝

は
起
き
る
の
が
辛
い
。
予
算
の
時
期
で
帰
宅

が
遅
い
せ
い
も
あ
る
が
、
空
は
曇
り
、
木
は

枯
れ
、
街
の
自
ざ
め
も
遅
く
佃
の
楽
し
み
も

な
い
。
こ
の
時
期
を
走
り
続
け
る
ほ
ど
の
強

い
意
志
と
体
力
は
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。

◇
人
、
々
か
空
を
仰
い
で
雲
を
跳
め
、
自
然
を

楽
し
む
榛
会
が
少
な
い
の
は
、
厭
し
い
社
会

生
活
の
現
実
が
あ
る
せ
い
も
あ
る
。
私
が
春

に
浮
か
れ
て
い
る
頃
は
人
事
と
又
賦
の
季

節
。
悲
喜
こ
も
ご
も
様
、
々
の
感
慨
を
持
っ
て

人
々
は
、
今
を
盛
り
の
春
の
自
然
を
見
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

◇
来
月
苦
で
は
学
歴
問
題
を
考
え
て
み
た

、
>

(

V

二

）

、o

MEJ 

発行所

本社：

5199 

（営業所）

月刊

綱

集

後

已
-
l
l
-
E
[
 

「文部時親」

文
F

lj 

立
口

株式会社ぎょう包い
京京都中央区銀座 7丁目 4番12号

（郵便呑号 104) 

京京都新宿区西完軒町52香池

（郵便番号 162) 
電 話 東 京 (268)21'!1（代表）

振蓄口座東京9-161番

印測所株式会祉行政学会印刷所

4月号 第1199号

著作程

所有 省
昭和52年4月5日

昭和52年4月10日

印刷

発行

I年間購読料

＊ ただし、増大号、臨時号の場合は別iこ代金をl 甲し受けます。

＊ なお℃腕読の申し込みは、直接営業所または

I もよりの書店にお願いします。
、一

定価

--96 -

180円

2160円

U「33円）

（デ共）


	文部時報（第1199号：昭和52年4月）
	昭和52年度の文化行政の展望
	奥付




